
中継輸送の普及・実用化に向けて

○ 中継輸送を導入することにより、輸送の効率化を図り、不規則な就業形態や長時間労働の解消を図る。
○ 平成２７年度から２８年度にかけて中継輸送実証実験モデル事業を行い、中継輸送の普及・実用化に向けた検討を実施。
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輸送の効率化を図ることにより、トラック運送業界の生産性を向上

女性、若年層等の新規就労・定着促進などによる人材の確保・育成

地域住民の生活を支える物流ネットワークを確保し、地域の活力を維持

 中継輸送の導入により、その日のうちに発地まで帰ることができるようになり、不規則な就業形態や長時間労働を解消。

 多様な労働ニーズを組み合わせて運送を行うことが可能となり、女性向けの短時間勤務なども可能に。

中継輸送のイメージ 複数人で運送を分担する「働き方」
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○ 中継輸送の実現のためには、労働ニーズと運送
ニーズを効率よくマッチングするために、大量の運
転者と貨物を扱うことが必要

○ 複雑な運行管理と労務管理を効率よく行うことが
必要

○ 中小事業者が単独で行うことが困難なため、協
働して実施することが必要

○ 複数の運転者で運送を行うことに伴うコスト増を
吸収するための運送の効率化が必要

中継輸送実証実験モデル事業において、中継
輸送の普及・実用化に向けた課題・方策を検討
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